
●平林勇二会員

●ご挨拶

●フードドライブ活動

●結婚記念祝

さいたま大空 RC
      倉金由幸幹事

紹介者の小倉利夫会員

平林勇二会員(中)、小見山祐紀会員(右)

大竹純副幹事、初の幹事報告!!

年次総会が以下の通り行われました。
・2025-26年度会長選出・・・・・網谷徹己会員
・会長ノミニー挨拶
・次年度役員理事
・前年度財務報告及び現年度収支中間報告

川口/鳩ヶ谷武南RCより嶋田悟志会長、平井利和
幹事、山﨑真之介様が、40周年記念式典への出席
のお願いのためお越し下さいました。

青少年留学生のJUNIさんのおじい様がスウェーデンから
来日され、日本食を共にしました。

岡村睦美会員が第11グループガバナー補佐とし
て、21日のガバナー公式訪問に向けてご挨拶され
ました。

皆様から募りました文房具や衣類を、国際大会の後ベトナムホーチミンの孤児院へ届けました。

左より
佐藤進会員
阿部勇二郎会員
芝﨑眞理会員
森絹子会長
小林修会員
新井秀雄会員
岩﨑真佐美会員
仲川聡会員

左より
請川かおり幹事
森絹子会長
竹ノ谷裕子会員
荒隆一会員

2024-2025 年度地区委嘱書が届きました。
岡村睦美会員が、国際大会ガバナーナイトの
報告とお礼を致しました。

二胡の歴史
伝来から1900年代初頭まで

「胡」という文字は、中国では「北方の異民族」または「西方の異民族」を指す言葉です。「二胡」は中国
発祥の楽器ではなく、シルクロードを通って伝来した楽器であろうというのが現在有力な説です。で
は、まず擦弦楽器の歴史をたどってみましょう。

擦弦楽器は、紀元前にインドあたりで発生しました。紀元後になるとアラビア半島で盛んに使用されて
いたようです。この楽器は「ラバーブ」とか「レバーブ」という名称でした。その後、半島を中心として、イ
スラム教の発展に伴い、東西に広まります。西に広まったものは、今日のヴァイオリンとなりました。そし
て東には、三弦系がインド、東南アジア、中国南部、琉球、日本へと広まります（前述の「胡弓」）。二弦系
は中央アジア、中国へと広まりました。

この二弦系の楽器は、木ないし竹の円筒形胴を持ち片面を皮（にしきへび）で張るものと、木の実など
を半分に割ってその面に皮とか薄い板をかぶせるものの二種類で、前者を「胡琴」、後者を「提琴」・「椀
胡」・「椰胡」などともよびます。

さて、中国で初めて擦弦楽器が歴史に登場するのは、唐代（618－907）とされています。この時はまだ、

青少年交換留学生のJUNIさんへ、おこづかいを支給
しました。

●入会記念祝

感謝状及び事業報告ネパールからの感謝状及び事業報告
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報告

報告

大石雅寛会員

1,393,255円
42,000円

1,435,255円

前日までの累計
本日の計(34件)
本日までの累計

事業所：
住　所：川口市並木 2
役職名：

入会式

梅津 美香
うめづ      みか

お小遣い支給

10月19日例会卓話
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●渡部嘉夫会員


